
５年１組 道徳科学習指導案 
                                     授業者  堀口 貴司 
１ 主題構成表 
  主題名 理解し合うために 

 資料名 みんな，おかしいよ！ 
 

■内容項目Ｂ 相互理解，寛容 
 自分の考えや意見を相手に伝えると
ともに，謙虚な心をもち，広い心で自分
と異なる意見や立場を尊重すること。 

 ■内容項目から見た児童の実態 
（意識） 
・よさ見つけの取組に意欲的

に取り組む児童が多く，仲

間の良さを積極的に理解し

ようとしている。 

・自分の意見をもち，はっきり

と周りに伝えることのでき

る児童が多い。 

・その一方で，伝え方を考えず

に自分の思いを一方的に押

し付けてしまいトラブルに

なることがある。 

・場面のきりかえをつけるこ

とができずに，同じ言動や

行動を繰り返してしまうこ

とがある。 

（要因） 
・「いきいき」「ぽかぽか」と

いう学校の目標を意識し，

活動していこうとする思い

がある。 

・自分の意見を伝える気持ち

が強くなりすぎてしまい，

相手の立場を考えずに自分

の考えをぶつけてしまう。 

・自分の意見が正しいと考え， 

相手のことを考えた発言を 

することができない。 

・自分の楽しさを優先してし 

まい，周りの状況を考える 

ことができていない。 

 

 ■資料の分析 

・本教材は，児童にとって等身

大の人物が描かれた身近な内

容となっており，3人のやり取

りを通して，互いが真に理解

し合うために大切なことは何

かを考えさせることができる

教材である。 

・登場人物それぞれの心情の変

化が分かりやすく描かれてお

り，それぞれの立場に立って

考えを深めることができる。

・私が「だって本当のことを言

ったら友達が減っちゃう」と

言った場面では「嫌われたく

ない」「もめごとを起こした

くない」という気持ちはどの

児童もつかみやすい。 

・絵里子が真紀に「言い方がち

ょっときついんだよ。」と伝

えた場面で，絵里子の気持ち

だけではなく，それを受け入

れた真紀の気持ちについても

考えることで，謙虚さと寛容

さを理解することができる。

・本教材を通して，相手の立場

に立って考えることで，自分

と異なる意見や立場も受け入

れていこうとする心情を養い

たい。 

 
 ■ 価値の分析 
・本内容項目の目指すものは，他人の失

敗や過ちを一方的に非難するのでは

なく，自分に対し謙虚になり他人に対

して寛容になることを大切にし，互い

の違いを認め合い理解し合いながら，

自分と同じように他者を尊重する態

度を育てることである。 

・子どもは成長するに伴い，相手のもの

の見方，考え方の違いをそれまで以上

に意識するようになる。 

・考えの違う相手を遠ざけるのではな

く，なぜその考えになったのかを相手

の立場に立って考えることが大切に

なってくる。 

・相手の過ちに対して，自分にも同様の

ことがあったとして受け止める謙虚

な心をもち，広い心で受け止め，相手

を許すことができるように指導する

ことが大切である。 

・自分と異なる意見を受けとめること

や，広い心で相手の過ちを許す心情や

態度は，いじめの未然防止につなが

り，いじめを生まない雰囲気や環境を

醸成していくことにもつながってい

く。 

 

 

 ■ねらい 
 「わたし」と友達との関わり方などを通して，相手と理解し合うために大切なことを考えさせ，自分の
考えや意見を適切に相手に伝え，広い心で自分と異なる意見や立場を尊重しようとする実践意欲を育てる。

 

■他の教育活動との関連 
 事前             本時             事後  
学級遊び決め  
・互いに理解し合い，自分
とは異なる意見を受け入
れる。  

 『みんなおかしいよ！』  
Ｂ 相互理解，寛容  

 宿泊研修にむけて  
めあて決め，役割決め  
・仲間の意見を尊重しつつ，

自分の意見も伝えること
ができる。  

  

日常生活：休み時間，仲よし班あそび，学級での話し合い，班での話し合いなどで，仲間の意
見や行動を理解し合い，謙虚な心をもって仲間と接することができる。  



２．学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応  指導・援助  

導
入 

◇アンケートの結果を確認し，考える視点をつかむ。  
○友達と意見が合わなかったことはありますか。そのとき

どうしましたか。  
・ドッジボールの時に意見の食い違いからケンカになった。 
・休み時間にやりたい遊びを言ったのに，それに決まらずに  

もやもやした。  
・班の係を決める時に本当はやりたい係があったけど言い  

出せなかった。  

・事前にアンケートを行い，そ

の結果を提示しておく。  
・具体的な場面も合わせて提

示することで，友達とよりよ

い関係を築くことの難しさ

を実感させた上で課題を提

示する。  

展
開 

◇資料「みんな，おかしいよ！」を読み，謙虚な心で接する

ことの大切さについて考え，交流する。  
○「わたし」はどうして本当のことを言ったら友達が減ると

思っているのでしょうか。  
・本当のことを言ったら，相手に嫌われてしまうから。  
・自分が厳しく言われるかもしれないから。  
・言ったら相手ともめ事になってしまうから。  
◎絵里子は，どんな思いで，真紀に「言い方がちょっときつ  

いんだよ。」と言ったのでしょうか。  
・このままではユリが可哀そうだから。  
・真紀に言い方がきついことを気付いてほしかったから。  
・言うかどうか迷ったけど，真紀のことを思って言った。  
 

・絵里子が自分のことを思って言っていることに気付いた  
から。  

・自分にも悪い部分があったと気付かせてくれたから。  
・自分にしっかりと本当のことを言ってくれてありがたか  

ったから。  
〇相手と理解し合うためには，どんなことが大切なのだろ

 う。  
・相手のことを思って，しっかりと意見を伝えること。  
・思いの伝え方を考えること。  
・自分を振り返り，自分とは違った意見も聞き入れること。 

相手と理解し合うためには，どんなことが大切なのだろ

う。  

【深めの発問】  
〇なぜ，真紀は絵里子に「ありがとう」と言ったのだろう

か。  

・人物相関図を電子黒板に写  
し，登場人物について整理す  
ることで，人物の関係をいつ  
でも確認できるようにする。 

・同じように感じることがあ

るか問いかけ，主人公の気持

ちに共感させ，その時の心情

を想起できるようにする。  
 
・「言われた真紀はどんな気持

ちだったのかな」と問うこと

で２人の心情を比べながら

考えることができるように

する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
・「まだ分かっていない私にど

う伝えるのか」と問うこと

で、絵里子や真紀の寛容さ謙

虚さを自分の言葉で伝える

ことが出来るようにし、その

言葉をまとめていく。  

終
末 

◇本時の授業で感じたことをもとに，自己を見つめる。  
○過去の自分を振り返ろう。  
・ドッジボールの時に、言い合いになったことがある。相手

の意見もしっかりと聞いて判断したい。  
・自分は、思ったことがあっても言えなかったことがある。

しっかりと相手のために伝えていきたい。  
・私は、何かを言われるとすぐに言い返してしまうことがあ

るから、真紀のように自分の悪い部分もしっかり見つめ

ていきたい。  

・事前に取ったアンケートを  
生かすことで、過去の自分の  
具体的な行動や体験を振り  
返り、今後に生かそうとする  
ことができる。  

 

評価の視点  
絵里子と真紀の言葉や

行動に着目して考えるこ

とで，相手のことを思っ

ていることや，自分の非

を見つめ改めた寛容さ謙

虚さに気付いている。  


